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ぎなく，勿論地球は太李洋の一粟にも比し得べく，而してその地球上に住む
人聞は大海巾の一微粒子だ．何と其の存在の甚だしき浬庭あることよ．到底
348　　　　　　　　　天界の大と思索　（島谷頁吉）
論ずるに足らぬ．謂は9h小婦の蚕動にも未だ當らぬ．’今そのことが明瞭に解
ったのである．
　天界を究明して解って見ると我々の貧弱なる態度が熟々感ぜられる・汲々
乎として財の蓄積に狂奔し，戚々乎として窮乏に懊鵠し，我々否全人類の生
活がすべて皆それだ．時々地球表面に起る惨烈な計減はそれ等の暗影から嚢
し而して凝ったものだ．血河屍山，考へただけでも淺ましV・人聞性の一面が
まざまざと印象される．昂奮状態にある者には，痛快禁じ得なからうが，結
局，大小批判の出來なv・不幸な頭謄がその根本的原因に蹄着しはしないか．
　今や世を塞げて倉忙の中にある．文明の利器の活躍する都會にも，詩三和
郷と謂はれる田園の里にも，民は煤々として，面貌曇如なく，宿命に押しひ
しげられ，幻滅に悶々として居る．表面的には蓋し，人口の増加，地域の狭
量，原始時代の遺習一悠々閑々たる呑氣さ，近代語に謂ふ怠惰癖一の終
演，毒忌の進歩と共に，正徳，利用，厚生の強烈な執心等に理由づけられる
であらうが，思ぴを深く沈潜して観るに，眞因は，何とV・つても，大小批判
の出心ない認識不足にあると察せられ．る。掲滅すれば，所謂生活に忙しい忌
め天室を眺むる日が年毎に少くなり，人聞的な認りに人聞的な心になり切り，
面一りに人を見過ぎ，そして自ら求めて己を狡く暗くして了つた心情態度に
あるのだ．
　そこで，悟る所は如何と云ふ黒闇に落ち付く．L「pち頭臓の改造，思惟の革新
であることは，上述の推定によって容易に判断され得るが，具霊的には，何
が要求されるか．先づ其の前に我等が祀先の生活態度を一瞥して見たい．
　遙な先史時代に於ける我等の租先は漁食と生殖との他に天を眺める一つの
仕事があった．仰天に回しては畏怖感も充分あったらうが，他面慰安感も充
分あった．どちらの要素が多分であったかは今推断し得ないが，兎に角，仰
観して晴の書夜は欣々たる心の晴であり，曇の山畑は快々たる心の曇であっ
た．且つ彼等は何の苦募もなく首を伸したまNで燕口たる大樹の葉を摘食し，
一寸の彷裡で叢林を開拓するやうな大動物に封ずる挑戦，征服のやうな昂奮
を天界に忙しては特に持たなかった．寧ろすべてを捧げる純潔な心意であっ
た．その頃の彼等は全く純眞そのもので，唯々うつろな氣持で眺めるのみで
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あった．而して彼等は天界を仰観しても何物かを覗察し，之を實用化しやう
とは考へなかった．共の鮎で彼等は幾分哲暗者風な所があった．されば眺め
たと云っても耳目ではなく，心で眺めたのである・天界の視察を自用化し所
謂生活に利用し始めたのは原史時代からであったらしい．五って先史時代の
彼等には，甘心正徳も利用も厚生も未だ必要なかった．あたかも野を去嘉す
る動物と同じく，他を欺回したり，攻撃，防禦を策したりする意志活動がな
く，天心欄漫な一自然兇であったからである．然し人間である以上，天界の
偉大性に面接せすにはみなV・．そんな直f碗はあった．慮とそれが我等の潜き
租先の姿であったのだ．我等は今，天心を仰いで蒼々器々の感を抱くのは純
眞な我等が租先の氣持に蹄るのではあるまいか．
　我等が先史時代の人に憧憬する所のものは，共の純眞にして謙虚な心にあ
る．斯かる心的傾向にある時にはすべての事物が正しく　　大は大に，小は
小に　　視察せられて，眞違ふことはない．我々の眼前を過ぎ去る事物にし
て，大は大に，小は小に見ゆる位幸輻なことなく，反当｝に，見えない位不幸
なことはない．それが心情，態度になる．世の痛事はそれなのだ．そこで彼
の眞摯敬震でベアトリヂに道を譲り日禮の愛を捧げた詩聖ダンテには，富谷
が調和して施縛する微妙な樂音が聞えたと云ふ．彼にしてはさもあらう．事
實，最弱科學に於V・ても自然科學に於いても，其の根本問題は驚くばかり透
徹しfc思惟思索で以て論ぜられてるるのは却って翠純な生活を螢んでみた心
情の古代にあるのを見ても解るではないか・支那，印度，希朧等の古代文明
史を緬けば随虚にそれが展開して居る．然るに彼の雄大な羅馬に，残された
る何程の根本問題があったらうか．却って，人閥意識のみ張調されて居た．
律と政治の獲達はそれだ．横観すると，共頃の支那も同様な傾向にあった．
それは純眞性の躍如として居た國と否とに熱るのである．然るに時代の推移
と共に，太古に於ける純眞な面影は翻心もなく剥奪放棄されて了ひ，大綱に
つくことも出來す，不明識の淵に落ち込むに至った．然しながら，純眞だつ
た太古人は氣持としては確にその製1に於て，最上世界に住むことが出來て居
たのである．
　支那で天人合一，天治寸忠，天人同寸，天地21J我とか，入は小天地だの鍍
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鹸だのと云はれたのは其の一謹であらう．されば古代では，天文家即哲學者，
哲學者即天文家であった．然るに後代となるや，異った傾向になり，丁度大
人が犬の仰視を忘れたやうに，考へも天を基調としなくなったかの槻がある．
宗代の郡康節といふ隠者の言にL學は人事を以て大となす■とあるやうに，人
間を最大中心となし，そして，眞の大自然の大，我々の定事ユ生活を指導し得
る何物かを窃取し得す，利己的な人聞を巧に緋護する學問，それを張調するや
うになったのである．西洋にも其の傾向は澤山獲見し得る．そして現代はど
うであらう．知ることだけは細微を穿ってるるが，人聞最初の姿は益と模糊
として，而もそれに頬付かすに夢中になってみる．畢尭，人間中心の知識の
みあって智慧がなV・のである．旧約聖書の創世記第二章第三章に於けるアダ
ムとエバとが失策を爲して歩峯苦の生活が始まり，取返しがっかなくなったの
と同様で，正にエホバ憩がL然ど善悪を知るの樹は汝その實を食ふべからす，
　　　　　　　　　　　　　され汝之を食ふ日には必ず死すぺければなり「（第二山北十七節）と言った如く，知
識の爲めに死んでみるのである．求知は敢て窪む所ではないが，兎に角智慧
があって始めて人は生きてみると言ぴ得る・生きて居ればこそ自由意志の活
動も，輿の人性の獲揮も出弱るので，此の瓢現代に於いて誰か不潔猫立な自
由意志に從って行動し，眞の人性を澄んでみる者があらうか．何人も脅され
追はる㌧如き生活をしてみるのである．知識だけでは永久に解決の日が來な
いかに見ゆる．望ましきは智慈，智悪は純眞にして謙虚な心に源を拝する．
我等が最後の憧憬は純盧な心にある．この純虚な心が天界の晶出と接した時
に混々たる智慧の流れが創まり野をうるほす如く，更生の純眞なそして歴史
から離れ．た人問が出帆上るに至るのである．潅南子に中々うまいことが喝破
してある．
　L耳目の察ぱ以って物理を分つに足らす，心意の論は以て是非を定むるに足
　らす，．故に智を別って治を爲す者は以て國を持ち難く，唯だ鮮紅に通じて
　自然の慮を待つ者のみ能く之を有つことを評す「
純虚な心のみ能く太和帥ち宇宙に蔑することが出來るのである．或少女の日
誌に次の如き一文を障んだことがある．
　L騨で話をしてみる時，友の一・・一■句に心持を悪くした．私は電車の中で丁丁
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　が悪くなった，其の心を自分ながら穏かにする事が出來す，務めて穏かに
　　　　　　　　　　　　　　　　　オクヤ　しょうとしたが，私の心を直して奨れる物はなかった．宿題の和歌の事を
　考へて慰め様とした時，ふと浮んだのは明治天皇の御製
　　　淺線澄み渡りたる大室の
　　　　　　　廣きを己が心ともがな
　室を仰げば實によく晴れた朝で，太陽の雲間より御光の如くさせるを見て
　初めてZ卜和な快活な心にもどる事が出來た■
　コンコ1ドの聖人と云はれ．たエマ1ソンにL諸君は眞の油壷の秘密といふ
ものを知ってみるか．どんな人にも學ぶべき何物かサある．さうしてその黙
に於ては自分はその人の生徒である■と言った．エマ1ソンにして悟りだ．
そこで何人も原人が天界を仰覗したやうに偉大さに感ずる心があったら如何
我等が頭臓の改造は即ち是である。期くして慌しくも携ましい街頭の事實，
荒屡せる農村の惨苦等に微笑ましき至大なる影響がありはしまいか．一に歴
史的人生の解決は純眞にある．純眞は天界を仰V・だ時に得られる．最後に思
ふ，我等人開生活の一切を安心の出面るやうに艦系造る原動力は純眞ではあ
るまいか．天界の大を知って識るにありはしまいか．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（昭和六年十月二十八日稿）
　　　　　　　　天界の編輯規定
○なるべく原稿用紙に，左横がきに書くこと．○句護憲ま，日本式
　の・や・にせす，ロマ字式の．，；等とすること．
○字数は　ポイント活字ならば　　　　一頁　28行，　毎行　34字，
　　　　　6號活字で一段組みならば　同　　37行，　同　　40字，
　　　　　同　　　　二段組みならば　同　　43行，　同　　19字，
○〆切は毎月月末．
